
一
'
一
報
告
書
で
は
、

C
I
M
の一

斥
、
主
u
q

扇
念
を
「
情
報
の
受
け
渡
し
一

汁
志
乃
不
ら
共
有
ヘ
」
台
位
置
付
け
一

私
自

rド
ヰ
司
、
一
て
い
る
。

C
A
L一S
〆E
C

--Uマ
ベ
一
で
進
め
て
き
た
情
報
の
受
け

T
I
円、
h
u
一
渡
し
を
中
心
と
す
る
取
り
組

8
2ド
一
み
か
ら
、
成
熟
す
る
デ
l
タ

草
川
ヨ

H
月
一
モ
デ
ル
を
活
用
・
変
更
し
、

A

、
色
旨
一
情
報
共
有
に
よ
り
共
同
作
業

l
寸
ノ
-
、
サ
れ
一

e
並
行
作
業
の
実
現
へ
と
移

一
行
ず
る
よ
う
提
言
じ
だ
。

日
本
建
設
情
報
総
合
セ
ン
一

1
9
9
6年
に
策
定
さ
れ

タ
i
(
J
A
C
I
C
)
の
呼
一
た
「
建
設
C
A
L
S整
備
基

び
掛
け
で
発
足
し
た
「
C
I
一
本
構
想
」
か
ら
日
年
が
経
過

M
携
術
検
討
会
」
は
、

c
I
-
し
、
電
子
入
札
や
電
子
納
品

M
(
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
一
が
飛
躍
的
に
進
ん
で
き
た
こ

・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
一
と
を
踏
ま
え
、

C
I
M
に
つ

モ
デ
リ
ン
グ
)
の
普
及
に
向
一
い
て
も
「
C
I
M推
進
計
画

け
た
報
告
書
の
大
筋
を
固
め
一
(
仮
称
)
」
を
策
定
し
、
短

た
。
報
告
書
で
は
、
今
後
の
一
期
・
中
長
期
の
目
標
設
定
を

C
I
M推
進
に
向
け
た
実
施
一
し
た
上
で
普
及
を
進
め
る
よ

計
画
と
な
る
「
C
I
M推
進
一
う
求
め
て
い
る
。

計
画
(
仮
称
)
'
」
を
国
が
策
一
国
交
省
が
ロ
年
度
か
ら
開

定
す
る
よ
う
提
案
。
国
土
交
一
始
じ
た
モ
デ
ル
事
業
に
対
し

通
省
の
モ
デ
ル
事
業
に
対
し
一
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ

て
は
、

c
I
M活
用
の
効
果
一
の
試
行
を
行
い
効
果
や
課
題

は
大
型
工
事
で
よ
り
発
揮
さ
一
を
検
証
す
る
よ
う
提
案
。
特

れ
る
と
し
、
復
興
事
業
や
デ
一
に
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興

吠
イ
ン
ビ
ル
ド
、
詳
細
設
計
一
事
業
な
ど
を
例
に
大
型
プ
ロ

付
発
注
な
ど
に
活
用
を
広
げ
一
ジ
ェ
ク
ト
で
の
試
行
は
ス
ケ

る
よ
う
求
め
て
い
る
。
一
!
ル
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
指

c
I
M
は
、
コ
ン
ピ
ュ

l
一
摘
。
ま
た
、
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル

タ
l
上
に
作
成
し
た
3
次
元
一
ド
、
異
業
種
J

V
、
詳
細
設

モ
デ
ル
の
構
造
物
に
部
材
数
一
計
付
発
注
な
ど
に
試
行
を
拡

量
や
コ
ス
ト
な
ど
を
付
加
一
大
す
れ
ば
、
計
画
段
階
や
設

し
、
建
設
生
産
シ
ス
テ
ム
全
一
計
段
階
か
ら
施
工
者
の
意
見

体
を
効
率
化
す
る
取
り
組
一
を
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
る

み

。

、

な

ど

と

し

た

。

CIM技術検討会が報告書

【建設ICT】

1.日経 2.朝日 3.毎日
4.読売 5.岐阜 6.中日

思 董璽控の 室チ主 審男総者霊塞

7.産経 8.静岡 9.伊勢
10.中部経済⑪建通 12日刊工業
13.建設通信 14信濃毎日 15日本海事
16.建設工業

平成25年少月ユ3日(守り-タ) p I 
緩
和
し
て
C
I
M
に
取
り

む
ハ
ー
ド
ル
を
低
く
す
る

と
も
提
言
し
て
い
る
。

検
討
会
は
2
0
1
3年
度

一
活
動
を
継
続
し
、
モ
デ
ル

業
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
な

を
行
う
。

CsUser0
新規スタンプ


